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Japanese People who 
Love Hot Springs
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Text 文
ぶん

 BY IWASAKI Yumi 岩
いわ
崎
さき
由
ゆ
美
み 剤

ざい
を入

い
れて温

おん
泉
せん
気
き
分
ぶん
を味
あじ
わいましたが、

本
ほん
物
もの
に勝
まさ
るものはありません。

 

For Japanese people, the hot springs are a 

place where they can feel at home. When 

they are tired, when they have worked 

hard, when they are sad, when they want 

to talk slowly with friends, when they 

want to get together with family, when 

they want to make noise with friends, or 

when they want to spend a wonderful time 

with their loved ones, they invite people 

to go to onsen. It is like a remedy that re-

stores the body and mind.

日
に
本
ほん
人
じん
にとっての温

おん
泉
せん
は、心

こころ
のよりどこ

ろと言
い
ってもよいでしょう。疲

つか
れたとき、

一
いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
に働
はたら
いたあと、悲

かな
しいことが

あったとき、友
とも
とゆっくり話

はなし
をしたいと

き、家
か
族
ぞく
で集
つど
うとき、仲

なか
間
ま
と騒
さわ
ぎたいと

き、恋
こい
人
びと
としっぽりしたいとき、そんなとき

「温
おん
泉
せん
に行

い
こう」と誘

さそ
います。まるで、心

こころ

と身
からだ
体を回

かい
復
ふく
させる万

ばん
能
のう
薬
やく
のようです。

“Going to a hot spring” includes not only 

soaking in the hot spring water, but also 

traveling to a hot spring resort, staying at 

a hot spring hotel, bathing several times in 

open-air baths and large baths, eating deli-

cious food unique to the area, and enjoying 

the travel atmosphere.

「温
おん
泉
せん
に行

い
く」というのは、温

おん
泉
せん
のお湯

ゆ

につかるということもそうなのですが、温
おん

泉
せん
地
ち
に旅
りょ
行
こう
して温

おん
泉
せん
宿
やど
に泊

と
まり、露

ろ
天
てん
風
ぶ

The hardest part of the Corona Pandemic 

for me was not being able to go to the hot 

springs. When I soak in the hot water, the 

steam that fills the spacious bath warms 

my whole body, relieves my fatigue, and 

f rees my body and mind. I have tr ied 

adding bath salts to my bath at home, but 

nothing can compare to the real thing.

私
わたし
がコ

Corona
ロナ禍

か
で一
いち
番
ばん
つらかったのは温

おん
泉
せん

に行
い
けなかったこと。広

ひろび々ろ
とした浴

よく
槽
そう
か

ら立
た
ちのぼる大

だい
浴
よく
場
じょう
いっぱいの湯

ゆ
気
げ
、

満
まんま々ん

とたたえられた湯
ゆ
につかると全

ぜん
身
しん
が

温
あたた
まり、疲

つか
れがどんどんとれ、身

み
も心
こころ
も

解
かい
放
ほう
されていきます。家

いえ
のお風

ふ
呂
ろ
に入
にゅう
浴
よく
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城き
の

崎さ
き

温お
ん

泉せ
ん

Kinosaki Hot Spring
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呂
ろ
や大
だい
浴
よく
場
じょう
に何
なん
度
ど
か入
はい
り、その土

と
地
ち
なら

ではの美
お
味
い
しいものを食

た
べ、旅

りょ
情
じょう
を味
あじ
わ

うというすべてが含
ふく
まれます。

 

When I arrive at the destination and drop 

off my luggage, the first thing I often do is 

put on the inn’s geta (wooden clogs) and 

stroll around the hot spring resort. When 

I return, I take a bath in the hot spring be-

fore dinner. While naked in the large public 

bath, my body feels warm, and it feels good. 

After getting out of the bath, I change into 

a yukata, which is provided at the inn, and 

go to the dining area. The waitress brings 

out a succession of dishes and I can sip on 

cold beer and local sake.

旅
たび
先
さき
に到
とう
着
ちゃく
し荷

に
物
もつ
を置

お
いたら、まず、宿

やど

の下
げ
駄
た
を履

は
いて温

おん
泉
せん
街
がい
をそぞろ歩

ある
く。戻

もど

ったら、夕
ゆう
食
しょく
前
まえ
に温

おん
泉
せん
に入

はい
ります。裸

はだか

になって大
だい
浴
よく
場
じょう
の湯

ゆ
船
ぶね
につかると身

からだ
体が

ポカポカになり、なんともいい気
き
分
ぶん
。お風

ふ

呂
ろ
から上

あ
がったら宿

やど
に用
よう
意
い
してある浴

ゆかた
衣

に着
き
替
か
えて食

しょく
卓
たく
につきます。すると、仲

なか

居
い
さんが次

つぎ
から次

つぎ
へとご馳

ち
走
そう
を運
はこ
んでき

てくれて、冷
つめ
たいビ

beer
ールや地

じ
酒
ざけ
をクイッと

飲
の
んで舌

した
鼓
つづみ
をうちます。

 

If I am sober enough by the time I go to 

bed, I may take another bath, but the best 

feeling is the next morning bath. When 

you take an open-air bath in the still cold 

air, only your face is exposed to the fresh 

morning air, which is cool and comfort-

able. If I can see Mt. Fuji beyond the steam, 

I will be very satisfied.

もし寝
ね
るまでにお酒

さけ
が抜

ぬ
けていれば、もう

1回
かい
入
はい
ることもありますが、気

き
持
も
ちがいい

のは翌
よく
日
じつ
の朝
あさ
風
ぶ
呂
ろ
です。まだ冷

つめ
たい空

くう
気
き

の中
なか
で露

ろ
天
てん
風
ぶ
呂
ろ
に入
はい
ると、顔

かお
だけが朝

あさ
の

新
しん
鮮
せん
な空
くう
気
き
に触

ふ
れ、冷

つめ
たくて心

ここ
地
ち
がよい

ものです。これで、湯
ゆ
けむりの向

む
こうに富

ふ

士
じ
山
さん
でも見

み
えれば、大

だい
満
まん
足
ぞく
です。

 

Since ancient times, Japanese people have 

loved hot springs. The first mention of hot 

springs appeared in the “Izumo no Kuni 

Fudoki” compiled in the Nara Period (8th 

century), some 1,300 years ago. The book 

describes Tamatsukuri hot springs in Shi-

mane Prefecture, saying, “Once you bathe 

in the hot spring, your appearance will be 

beautiful, and if you bathe again, you will 

be cured of all your illnesses. People call 

it the hot water of the gods because it has 

never failed to cure anything since ancient 

times.” Japanese people have long revered 

the warm springs that gush forth from the 

ground, believing them to be the spiritual 

inspiration of the gods.

古
ふる
くから、日

に
本
ほん
人
じん
は温
おん
泉
せん
を愛
あい
してきまし

た。温
おん
泉
せん
という記

き
述
じゅつ
が初
はじ
めて出

で
てくるの

は 1300年
ねん
ほど前

まえ
、奈

な
良
ら
時
じ
代
だい
（8世

せい
紀
き
）に

編
へん
纂
さん
された「出

いずものくに
雲国風

ふ
土
ど
記
き
」です。この書

しょ

物
もつ
には、島

しま
根
ね
県
けん
・玉
たま
造
つくり
温
おん
泉
せん
について記

き

述
じゅつ
があり、「ひとたび湯

ゆ
を浴

あ
びれば容

よう
貌
ぼう

美
うつく
しく、再

ふたた
び湯

ゆ
に入
はい
れば万

まん
病
びょう
がことごと

く癒
い
える。昔

むかし
から今

いま
まで効

き
かないことが

ないので、人
ひとび々と

は神
かみ
の湯

ゆ
とよぶ」というこ

とが書
か
かれています。日

に
本
ほん
人
じん
は、地

ち
中
ちゅう
か

ら湧
わ
き出

で
る効
こう
能
のう
豊
ゆた
かな温

あたた
かい泉

いずみ
を神
かみ
様
さま

の霊
れい
験
げん
と考
かんが
え、崇

あが
めてきました。

In the past, there was a custom called “tou-

ji,” where people stayed in hot spring re-

sorts for a long time to recover and improve 

their health. This therapy was intended to 

draw out the body’s natural healing power 

by allowing time to flow slowly in the rich 

natural environment. At the therapeutic 

baths, there were hot spring monuments 

inscribed with information on the origin 

and efficacy of the therapy, as well as small 

shrines dedicated to the deity of the hot 

spring. Nowadays, most people go to hot 

spring resorts for rest and recuperation 

rather than for medical treatment.

かつては、温
おん
泉
せん
地
ち
で健
けん
康
こう
を回
かい
復
ふく
・増
ぞう
進
しん
さ

せるために長
なが
逗
とう
留
りゅう
する、「湯

とう
治
じ
」という習

しゅう

慣
かん
がありました。豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん
の中
なか
でゆっ

くり流
なが
れる時

じ
間
かん
に身

み
をゆだねることで、

身
からだ
体が本

ほん
来
らい
持
も
っている自

し
然
ぜん
治
ち
癒
ゆ
力
りょく
を引

ひ

き出
だ
そうという療

りょう
法
ほう
です。湯

とう
治
じ
場
ば
には由

ゆ

来
らい
や効
こう
能
のう
などが刻

きざ
まれた温

おん
泉
せん
碑
ひ
が立

た
ち、

湯
ゆ
の神
かみ
をまつる小

ちい
さな祠

ほこら
などもありまし

た。今
いま
は、療

りょう
養
よう
というよりも休

きゅう
養
よう
や保

ほ
養
よう

のために温
おん
泉
せん
地
ち
に向

む
かう人

ひと
が大
たい
半
はん
です。

There are a number of hot springs I would 

like to recommend, starting with Hakone 

On sen i n K a n agawa P refect u re,  nea r 

Tokyo. You can easily make a day trip to 

Hakone Onsen. Arima Onsen in Hyogo 

Prefecture is one of the three oldest hot 

springs in Japan, with “gold springs” that 

turn reddish brown when exposed to air 

due to their high iron content and “silver 

springs” that are colorless and transpar-

ent. It was mentioned in the “Nihon Shoki 

(Chronicles of Japan)” and enjoyed by 

TOYOTOMI Hideyoshi and SEN no Rikyu. 

The hot water of Kusatsu Onsen in Gunma 

Prefecture is one of the most acidic in Ja-

pan and has a strong sterilizing effect. The 

yubatake (hot spring fields) in the center of 

the hot spring resort area (where Kusatsu 

hot spring water gushes out) is also a fa-

mous sightseeing spot.

私
わたし
がお勧

すす
めしたい温

おん
泉
せん
は数
かずか々ず

ありますが、

まずは東
とう
京
きょう
から近

ちか
い神

か
奈
な
川
がわ
県
けん
の箱
はこ
根
ね
温
おん

泉
せん
。気

き
軽
がる
に日

ひ
帰
がえ
りもできます。兵

ひょう
庫
ご
県
けん
の

有
あり
馬
ま
温
おん
泉
せん
は、鉄

てつ
分
ぶん
を多

おお
く含

ふく
むため空

くう
気
き

に触
ふ
れると赤

せき
褐
かっ
色
しょく
になる「金

きん
泉
せん
」と、無

む

色
しょく
透
とう
明
めい
の「銀

ぎん
泉
せん
」が湧

わ
く日

に
本
ほん
三
さん
古
こ
湯
とう
の

温泉を愛してやまない日本人
   おん   せん             あい                                                          に     ほん   じん
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鉄か
ん

輪な
わ

む
し
湯ゆ

の
夜や

景け
い

Night view of Kannawa Hot Spring
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ひとつ。「日
に
本
ほん
書
しょ
紀
き
」にも登

とう
場
じょう
し、豊

とよ
臣
とみ

秀
ひで
吉
よし
や千
せんの
利
り
休
きゅう
も楽
たの
しみました。群

ぐん
馬
ま
県
けん
の

草
くさ
津
つ
温
おん
泉
せん
の湯

ゆ
は日

に
本
ほん
有
ゆう
数
すう
の酸
さん
性
せい
度
ど
を誇
ほこ

り、強
つよ
い殺
さっ
菌
きん
効
こう
果
か
があります。また、温

おん

泉
せん
街
がい
の中
ちゅう
心
しん
にある湯

ゆ
畑
ばたけ
（草
くさ
津
つ
温
おん
泉
せん
の湯

ゆ

が湧
わ
き出

で
る場

ば
所
しょ
）は観

かん
光
こう
地
ち
としても有

ゆう
名
めい

です。

 

Kinosaki Onsen in Hyogo Prefecture is 

well known due to SHIGA Naoya’s novel “At 

Cape, Kinosaki.” You can stay at a riverside 

inn lined with weeping willows and visit 

seven public bathhouses. There are about 

170 public bathhouses with water of vari-

ous types of qualities and baths of different 

sizes, so the more you know about Beppu 

Onsen, the deeper your knowledge be-

comes. Beppu’s Kannawa Onsen is of such 

a high quality that it was used as medical 

treatment for atomic bombing victims.

兵
ひょう
庫
ご
県
けん
・城

きの
崎
さき
温
おん
泉
せん
は、志

し
賀
が
直
なお
哉
や
の小
しょう

説
せつ
「城

き
の崎
さき
にて」で知

し
られています。しだ

れ柳
やなぎ
の立

た
ち並
なら
ぶ川
かわ
沿
ぞ
いの宿

やど
に泊

と
まって、

7
なな
つの外

そと
湯
ゆ
（共
きょう
同
どう
浴
よく
場
じょう
）を巡

めぐ
ります。そ

して大
おお
分
いた
県
けん
・別

べっ
府
ぷ
温
おん
泉
せん
には、大

おお
きさも

入
はい
り方

かた
も違

ちが
うさまざまな泉

せん
質
しつ
の共
きょう
同
どう
浴
よく

場
じょう
が約
やく

170もありますので、知
し
れば知

し
る

ほど奥
おく
が深

ふか
い。別

べっ
府
ぷ
の鉄

かん
輪
なわ
温
おん
泉
せん
は、原

げん

爆
ばく
症
しょう
の療
りょう
養
よう
に使

つか
われていたほどの泉

せん
質
しつ

です。

Onsen have appeared in so many literary 

works that there is a term called “onsen 

literature.” NATSUME Soseki, a literary 

master, set his novel “Botchan” in Dogo 

Onsen, Ehime Prefecture, a nd Nobel 

Prize-winning author KAWABATA Yasun-

ari wrote an impressive scene of the onsen 

in “The Izu Dancer.”

また、温
おん
泉
せん
文
ぶん
学
がく
という言

い
い方

かた
があるほ

ど温
おん
泉
せん
は文
ぶん
学
がく
にもたくさん登

とう
場
じょう
します。

文
ぶん
豪
ごう
・夏
なつ
目
め
漱
そう
石
せき
は愛

え
媛
ひめ
県
けん
・道
どう
後
ご
温
おん
泉
せん
を

「坊
ぼっ
ちゃん」の舞

ぶ
台
たい
にし、ノ

Nobel
ーベル 賞

しょう

作
さっ
家
か
の川
かわ
端
ばた
康
やす
成
なり
は「伊

い
豆
ず
の踊
おどり
子
こ
」で、印

いん

象
しょう
的
てき
な温
おん
泉
せん
の場

ば
面
めん
を書

か
いています。

 

With 27,000 hot spring sources, Japan has 

built a unique culture as one of the world’s 

leading hot spring countries. There are 

hot springs in 47 prefectures, each with 

different qualities, colors, temperatures, 

and smells, with some being cloudy, sul-

fur-scented, and some with a salty, or bit-

ter taste. The composition of each spring 

is different, so you can enjoy yourself no 

matter where you visit . In addition to 

bathing in the hot springs, there are also 

various bathing methods, such as a cas-

cading bath, steaming, and bathing in the 

sand, it is also possible to drink the hot 

springs water or use it for cooking.

2 万
まん

7,000 本
ぼん
もの源

げん
泉
せん
（温

おん
泉
せん
が湧

わ
き出

で

てくる場
ば
所
しょ
）がある日

に
本
ほん
は、世

せ
界
かい
屈
くっ
指
し

の温
おん
泉
せん
大
たい
国
こく
として独

どく
自
じ
の文

ぶん
化
か
を築

きず
いて

きました。47 都
と
道
どう
府
ふ
県
けん
すべてに温

おん
泉
せん
が

湧
わ
き、それぞれ白

はく
濁
だく
していたり、硫

い
黄
おう
の

香
かお
りがしたり、塩

しお
味
あじ
や苦
にが
みがあるものも

あり、成
せい
分
ぶん
や色
いろ
、温
おん
度
ど
、においなどが異

こと

なりますので、どこを訪
おとず
れても楽

たの
しめま

す。しかも、つかるだけではなく、打
う
た

せ湯
ゆ
、蒸

む
し湯

ゆ
、砂

すな
湯
ゆ
など入

にゅう
浴
よく
の仕

し
方
かた
に

バ
variation

リエーションもあるほか、そのまま飲
の
ん

だり、調
ちょう
理
り
に使
つか
ったりもします。

 

The new all-weather baseball stadium to 

open in Hokkaido in March 2023 will be 

the first in the world to have an in-stadium 

hot spring where you can watch games 

while soaking in a hot spring. It will be 

a luxurious experience to enjoy baseball 

and hot springs at the same time. I look 

forward to the day when we can enjoy true 

peace of mind while appreciating the bless-

ings of nature’s hot springs.

2023年
ねん

3月
がつ
に新
あたら
しく北

ほっ
海
かい
道
どう
に誕
たん
生
じょう
する

全
ぜん
天
てん
候
こう
型
がた
野
や
球
きゅう
場
じょう
には、温

おん
泉
せん
に入
はい
りなが

ら観
かん
戦
せん
できる球

きゅう
場
じょう
内
ない
温
おん
泉
せん
が世

せ
界
かい
で初
はじ
め

てできるのだとか。野
や
球
きゅう
と温
おん
泉
せん
を同
どう
時
じ
に

楽
たの
しむ贅

ぜい
沢
たく
な体
たい
験
けん
ができそうです。自

し
然
ぜん

からの恵
めぐ
みである温

おん
泉
せん
に感
かん
謝
しゃ
しつつ、心

こころ

おきなく真
しん
の安
やす
らぎを得

え
られる日

ひ
を待

ま
ち

望
のぞ
んでいます。

From left, Kannawa Ideyu Slope, Footbath at Kannawa and Beppu Hot Spring (Oita Prefecture)
左
ひだり
から、鉄

かん
輪
なわ
いでゆ坂

ざか
、鉄
かん
輪
なわ
の足
あし
湯
ゆ
、別
べっ
府
ぷ
温
おん
泉
せん
（大
おお
分
いた
県
けん
）
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